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「こんなことを言って、今わたしは人に取り入ろうとしているの
でしょうか。それとも、神に取り入ろうとしているのでしょうか。

あるいは、何とかして人の気に入ろうとあくせくしているので
しょうか。もし、今なお人の気に入ろうとしているのなら、

わたしはキリストの僕ではありません。」（ガラテヤ１：１０）

パウロの権威と福音
2017年第3期2課 7月8日
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多くの人々はパウロの書簡が神様の霊
感によって書かれたと信じ、他の人々
はそうは信じなかった。

ガラテヤのある人達は「もう一つの福
音」を伝え、クリスチャンを惑わして
いた。

パウロはそれに対応するためにコリン
トの信徒への手紙の冒頭で福音の源と
権威について説明しています。

Ç パウロー手紙の書き手 2 ペトロ
3:15-16.

Ç パウロの召し ガラテヤ 1:1-2

Ç パウロの福音 ガラテヤ 1:3-5

Ç 他の福音はない ガラテヤ 1:6-9

Ç パウロと福音 ガラテヤ 1:10-24



ペトロによると、紀元６０年ごろ、人々はパウロの書簡が神様によって霊感
を受け書かれたと信じ、旧約聖書と同等に位置づけられていた。パウロはこ
れらの書簡を一般的なギリシャ語で書き、その時代の書簡の形式をとった。
(1) 挨拶、送り手と受け手 (2) 謝意 (3)本文 (4)結論

彼の書簡は、教
会などの公的な
場で朗読され、
その写しは他の
教会に送られた。
(ｺﾛｻｲ4:16).
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「人々からでもなく、人を通してでもなく、イエス・
キリストと、キリストを死者の中から復活させた父で
ある神とによって使徒とされたパウロ」 (ガラテヤ 1:1)

どうしてある人々はパウロの書簡の霊的権威
を拒んだのでしょうか？

パウロはイエス様に選ばれ

た１２弟子の一人ではな

かった。

ある人々は彼はアナニアに

よって権威を授けられたと

いった。

他の人々はアンテオキアに

よって権威をさずけられた

宣教師として受け入れた。

彼らはパウロの福音は、

信仰による義のみを説いて

おり、服従おろそかにして

いると感じた。

だからパウロは彼の書簡の初めに彼の使徒として召しは人
によるものではないことを記した。彼はイエス様によって
使徒された。
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「わたしたちの父である神と、主イエス・キリストの恵みと平和が、
あなたがたにあるように。 キリストは、わたしたちの神であり父であ
る方の御心に従い、この悪の世からわたしたちを救い出そうとして、
御自身をわたしたちの罪のために献げてくださったのです。」
(ガラテヤ 1:3 - 4)

パウロは２つの言葉で教会への挨拶を
送った。

彼の挨拶はユダヤ人も異邦人も対象と
した。更に、パウロは恵みと平和は
彼自身の臨みではなく、神様が
与えられる賜物である。

1) 恵. Jaris, ギリシャ語の乾杯の
挨拶のバリエーション(jairein)

2) 平和. ヘブル語の伝統的な挨拶

恵と平和

そして彼は挨拶を終える直前に、福音をイエス様の
死によって私たちが自由の身になっていることであ

ると説明した。
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パウロは書簡の主題に入る前によくその教会をほめている。

しかしながら、ガラテヤ信徒への手紙では何の賞賛も与えず、「ほかの福
音に乗り換えようとしている」と譴責している。後に彼は他の福音はないと
説明しています（７節）。

彼らはキリストを信じるだけでは救いが得られないという教えを、受け入
れていた。

パウロは彼らが教えを
離れてしまったことを
譴責している。彼らは
純粋な福音を離れて、
他の福音に加わった。
パウロが最も厳しい
譴責を述べているは行
いによる義を説いて者
達に向けられている。
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「こんなことを言って、今わたしは人に取り入ろうとしているのでしょうか。
それとも、神に取り入ろうとしているのでしょうか。あるいは、何とかして
人の気に入ろうとあくせくしているのでしょうか。もし、今なお人の気に入ろ
うとしているなら、わたしはキリストの僕ではありません。 (ガラテヤ 1:10)

モーセの律法を守ろうとする
クリスチャンのパウロに対す
る主な反論点は、彼が異邦人
に対して割礼を要求しなかっ
たことでした。
(使徒言行録 15:5)

彼らはパウロが異邦人に
ひいきにされようとしている
と言った。

彼らはまたパウロは異邦人に割礼を受けさせ
ないのは早く改宗者を得るためである言った。
サンヒドリンの元議員は人の賞賛を必要とし
ていたでしょうか。もしそうであったなら、
彼は危険で不人気な福音宣教への召しを受け
入れはしなかったでしょう。
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まずパウロはガラテヤにおける偽教師たち
を暴露し彼の動機を擁護しました。それか
ら彼は彼の説いている福音の権威を説明し
ました。

イエス・キリストは福音を彼に示しました。

「また彼がお伝えすべきは、「神の子が 彼
のうちに示されるようにということでした。
(15-16節)

１３節から２４節では、パウロは彼の回心
から異邦人への宣教師として召されるまで
の生涯について語りました。

簡潔な自伝は彼が福音を教えることが出来
る人と接触を取らなかったことを証明して
います。福音が彼に完全に示されたのは
アラビアへの旅の間のことでした。



ˮ ễχᵰ Ἱ꜠Ϭ ρ ᶨχ ϛτ βϥάρψʺ
άϦϣχгЍбχễ◖θκχⱲ ρ τ₈πϜʺᵠ ΰο
ΜσΜ ˑτḐὝήϦοΜϥʻ₈ Ϝ Ⱳρ τʺṥχ

◙ ʺΥΜοיּ Ψχ ˑΥʺ ϣχễΠτ τꜚϬ
ἱΪοΜϥʻЂЌрψ῭ τ ΜοʺϺзІЕϬ α χ

Ϭ︢ϥάρτϢμο ΠϣϦϥẎΜχṆ Τϣʺ ˑχ
ϬζϣζΞρΰοΜϥʻ ЂЌрψʺᶆⱲ τΣΜοʺ
ΥṬάΞρβϥΚΜοχ ᾋϞῨϙτʺ χ Ϭ ›
ήδϥʻ ψʺ► Ⱳ τΣΜοψʺгЍб Ϭ
ΰοϺзІЕϬả βϥϢΞτ Μθʻ ψᾝ τΣΜοψʺ
Ψχꜛ ϼзІЎарθκτʺϺзІЕϬ ϐρΜΞῢם
χᴞτʺ Ϭὖ♪ήδʺζχᵞϛϬ ΰοϜ ψσΜρ
―ΠήδϥχπΚϥʻ χ ψ “ϬỚᵔβϥάϦϣχ ˑ
τʺΰμΤϤΰθ ᾧθϥ π κΰΤΜʺ χάρω
τϢμοʺỂϦϥάρσΨ ϣχ῏ϤϬ ΰσΪϦωσϣ
σΜʻ˯

E.G.W. (患難から栄光へ ３６章)


